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第 44 回千葉海区漁業調整委員会 議事録 

 

１ 日   時  令和 3 年 2 月 19 日（金） 午後 1 時 30 分から 

２ 場   所  水産会館 6 階会議室 

３ 議   題 

 （１）千葉海区漁場計画の案について（諮問） 

 （２）千葉海区漁場計画の案に係る公聴会の開催について 

 （３）第２種共同漁業（すだて漁業）の漁具設置に係る協議について 

 （４）千葉県海面における油漬け餌を使用する漁業の禁止に係る委員会指示について 

 （５）その他 

４ そ の 他  事務局連絡事項 

５ 出 席 者 

委   員  塩野 健、鈴木 直一、石井 春人、坂本 雅信、本田 直久、 

黒沼 吉弘、滝口 宜彦、佐久間 國治、礒貝 秀樹、平島 孝一郎、 

海老原 齊、佐藤 光男、松本 ぬい子、鈴木 正男、和田 一夫 

  専 門 委 員  小栗山 喜一郎、金野 一男 

    水 産 課  篠原課長 

井上漁業調整班長、鈴木副主査 

鈴木漁船漁業班長、大槻副主幹、森技師 

漁業資源課  末永資源管理班長、吉野主査、五味副主査 

水産事務所  銚子：小森所長 

館山：永野所長、武田副主査 

勝浦：速水所長、迫課長 

  水産総合   梶山次長 

研究センター  

  事 務 局  石黒副技監、三井副主幹 

６ 審議経過 

【石黒副技監】 

 それでは時間となりましたので、ただいまから第 44 回千葉海区漁業調整委員会を開会

いたします。塩野会長から挨拶を申し上げます。 
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【塩野会長】 

 皆さん、こんにちは。本日はコロナの緊急事態宣言が発令されている中、御出席いただ

きまして、どうもありがとうございます。春も近い三寒四温と言われる時期で、暖かかっ

たり、大変厳しかったりと、皆さん体調に気をつけてお過ごしいただきたいと思います。 

 初めに、千葉県漁連が整備した銚子水産加工センターが今月、供用を開始する予定と聞

いております。この施設では、現在の生活様式にマッチした簡便調理品を開発、製造する

とともに、低利用・未利用魚の活用も計画しているとのことでございます。今後、多種多

様で魅力ある県産水産物を国内外に向けて発信する拠点として機能し、本県水産業の振興

につながっていくものと期待しております。 

 さて、本日の議題は、短期漁業権の海区漁場計画とそれに係る公聴会の開催、すだて漁

業の漁具設置協議、油漬け餌を使用する漁業の禁止に係る委員会指示の見直しなどを予定

しております。 

 委員の皆様には慎重なる御審議をお願いいたしまして、挨拶とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

【石黒副技監】 

 ありがとうございました。ここで本日の委員の出席状況についてですけれども、本日は

全員御出席いただいておりますので、会議は成立していることを御報告申し上げます。 

 なお、専門委員の松下委員と渡邉委員からは出席できない旨の連絡がございました。 

 次に、本日の委員会の進め方についてですけれども、新型コロナウイルス感染症緊急事

態宣言が発出されている中での開催となりましたので、時間短縮などのため、朗読は省略

させていただきます。御了承のほどよろしくお願いいたします。 

 次に議長の選出でございますが、委員会会議規程第 3 条により塩野会長にお願いいたし

ます。 

 

【塩野会長】 

 それでは、議事を進めさせていただきます。まず、本日の議事録署名人についてでござ

いますが、委員会会議規程第 11 条により、私から指名させていただきます。坂本委員さん

と黒沼委員さん、お願いいたします。 

 それでは、議事に入ります。第 1 号議案「千葉海区漁場計画の案について（諮問）」を上
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程いたします。水産課から説明をお願いします。 

 

【井上班長】 

 説明概要：市川市・船橋市の令和 3 年 9 月 1 日以降の共同漁業権（短共第 1 号～第 3 号）

及び 8 月 20 日以降の区画漁業権（短区第 1 号～第 9 号）に係る海区漁場計画について、従

来どおりの内容で諮問するもの。 

 

【塩野会長】 

 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。御意見、御質問がございましたら

お願いします。 

 

【和田委員】 

 10 ページの短区第 9 号の存続期間の開始日は 8 月 2 日ではなく、20 日ですよね。 

 

【井上班長】 

 8 月 20 日です。修正します。 

 

【塩野会長】 

 訂正してください。他にございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。特に現段階で意見もないようですので、質疑を終了いたします。 

 なお、本議案の採決につきましては、漁業法第 64 条第 5 項の規定により、事前に公聴会

を開き、利害関係人の意見を聞く必要がございます。したがいまして、本議案の採決は後

日開催する公聴会の後に行いますので御了知願います。 

 次に、第 2 号議案「千葉海区漁場計画の案に係る公聴会の開催について」を上程いたし

ます。事務局より説明を願います。 

 

【三井副主幹】 

 説明概要：議案１に係る公聴会の開催について協議するもの。 
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【塩野会長】 

 説明が終わりました。これより質疑に入ります。御意見、御質問がございましたらお願

いいたします。例年のことです。特にないようでしたら、採決に移りたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

 第 2 号議案「千葉海区漁場計画の案に係る公聴会の開催について」の原案に賛成の委員

は挙手を願います。 

 

 （賛成者挙手） 

 

【塩野会長】 

 挙手全員によりまして、第 2 号議案は原案どおり可決・決定いたします。 

 なお、本件については公示をする必要がございます。県報に登載するに当たり、県の法

規担当課との調整により字句等に軽微な修正が必要になった場合、私と事務局に御一任い

ただきたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

 （「異議なし」の声あり） 

 

【塩野会長】 

 異議なしとのことですので、そのように取り扱わせていただきます。 

 次に、第 3 号議案「第 2 種共同漁業（すだて漁業）の漁具設置に係る協議について」を

上程いたします。事務局より説明願います。 

 

【三井副主幹】 

 説明概要：漁業権免許に条件が付されている第 2 種共同漁業（すだて漁業）の漁具設置

について、行使統数が１か統減少した他は従来どおりの内容で協議するもの。 

 

【塩野会長】 

 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。御意見、御質問等がありましたら

お願いいたします。 
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【黒沼委員】 

 すだて漁業の漁具設置に関して 1 か統減るということですが、それ以前から、かなりの

割合で数が減ってきている状況です。去年から今年にかけては、コロナの影響が相当あっ

たのではないかと思いますが、平成 26 年は確か 13 か統か、15 か統あり、行使者も 6 名ぐ

らいいらっしゃったように思います。 

 すだて漁業は、観光漁業という 1 つの産業だと思いますが、この観光漁業を振興してい

くという対策は何か考えになっているのかどうかを教えてください。 

 

【井上班長】 

 すだて漁業について、現状ではまだ、具体的な振興策は持っていないところです。 

 

【黒沼委員】 

 ありがとうございます。1 つの産業ですので、ぜひ育てていただきたいなと思っており

ます。よろしくお願いします。 

 

【塩野会長】 

 他にございますでしょうか。 

 特にないようでしたら、ここで質疑を終了し、採決に移りたいと思います。 

 第 3 号議案「第 2 種共同漁業（すだて漁業）の漁具設置に係る協議について」の原案に

賛成の委員は挙手を願います。 

 

 （賛成者挙手） 

 

【塩野会長】 

 挙手全員によりまして、第 3 号議案は原案どおり可決・決定いたします。 

 次に、第 4 号議案「千葉県海面における油漬け餌を使用する漁業の禁止に係る委員会指

示について」を上程いたします。事務局より説明願いします。 

 

【三井副主幹】 

 説明概要：有効期限が 3 月 31 日に満了する当該委員会指示については、当初の目的を
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達成し、また現時点で再発出の必要性がないと判断されることから、新たな委員会指示を

発出しないことで協議するもの。 

 

【塩野会長】 

 ただいまの説明に御意見、御質問等がありましたら、お願いいたします。 

 

【鈴木正男委員】 

 10 年ぐらい前に、キンメを操業している船が「イカを油に漬けて操業しており随分食い

がいい」と言っていることがあり、その時は、「油漬け餌は、委員会指示で使用禁止と決ま

っています」と言って止めさせたことがありました。ですので、この委員会指示がなくな

った場合、どうなるのでしょうか。自分たちで相談することもできますが、使った人によ

ると、キンメの操業で油漬け餌を使うと随分成績が上がったとのことです。 

 

【三井副主幹】 

 この委員会指示は、臭いの強い餌を使ったことによって生産物に影響が出たことで発出

した経緯がございます。しかし、現状では、使っている実情もないですし、県外船、ある

いは近隣都県でも使っている状況がなく、トラブルは発生していません。また、今後自分

たちも魚に臭いがついてしまうような餌を使うようなことはないというお話を聞きました

ので、この委員会指示の目的となっている操業トラブルについては現状問題がないと判断

いたしまして、今後、委員会指示は発出する必要性がないということでお諮りしていると

ころです。 

 ただし、委員がおっしゃったように、餌を使って漁獲圧が高くなるといった問題で、操

業トラブル等が発生したときには、速やかに県と相談をして、それに対応する規制を考え

ていきたいと思っています。 

 

【鈴木正男委員】 

 漁業者は、自分の漁獲を上げるために、恐らくそういうものを使ったと思います。自分

は、次は豊洲に持って行って臭いがあるということで問題になるのではと思っています。 

 指示がなくなるということは、指示があるから使わなかった人が、指示がなくなったか

ら使うという話になりませんかね。 
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【三井副主幹】 

 聞き取りを行った中では、各地とも品質に気を遣っており、魚体に臭いがつくような餌

は自ら使わないというお話でした。そういう意味では、豊洲に出して臭かったというよう

な魚が出てくる状況にはないと、判断しております。 

 

【鈴木正男委員】 

 概ねの人は常識的に操業するけど、漁業者の中にも色々いるわけです。委員会指示がな

くなったのであれば、沿岸組合としては協議して、どうするかという話はきちんと決めて

おかないと。漁師は皆釣りたいから、やって良いのであれば、その範囲の中で、皆さん少

しでも釣ることを考えるから、結構、この問題はきちっとしてくれないと。例えば、委員

会指示がなくなるのであれば、自分達でも、皆集まって協議をしたいと思います。 

 

【三井副主幹】 

 現状は油漬け餌が使われていないので、地元で協議いただいて、取り決めいただくこと

はいいことだと思います。トラブルが起こった場合には、県とともに今後の対応を検討し

たいと考えておりますので、現状では使っていない、操業トラブルは発生している状況に

ないということですので、委員会指示の目的は達成されていると判断をしております。 

 

【滝口委員】 

 お互いの話を聞いていて、これをなくす必要性があるのですか。 

 

【三井副主幹】 

 委員会指示というのは、調整規則を補完するという意味合いがございまして、実際に漁

場で問題が起こっているところに対応するものです。そこで、50 年間経って見直したとこ

ろ、現状では操業トラブル等は発生しておらず、発出する状況にはないので、出さないと

いう判断になります。 

 

【滝口委員】 

 ただ、今の鈴木委員の方から不安が残っているような意見が出されているわけですよね。

聞き取りをした中で、使っていないよということであったとしても、同じ漁業者の中でそ
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ういう不安が持たれている以上、まだ委員会指示を出してもいいのではないかなと思いま

すけど。 

 

【鈴木正男委員】 

 例えば、漁業じゃなく遊漁で、毛糸に油を漬けて魚などを釣っているのを自分は見たこ

とがあります。だから、やっぱり歯止めがあるからやらないだけで、歯止めがなくなると、

やっちゃ駄目だよと言っても、実際、やる人がいるのではと思います。 

 

【三井副主幹】 

 現在の委員会指示は漁業に対する規制で、遊漁者に対するものではありません。 

 先程言ったように、この委員会指示は 50 年間経って、当初の目的は達成された状況にあ

るということで、3 年前に 3 年間様子を見て、状況を判断してきたところです。 

 

【塩野会長】 

 県の方から。 

 

【鈴木班長】 

 ただいま滝口委員、鈴木委員の方から話のありました本委員会指示の必要性ですけれど

も、まず、これは先程委員会事務局から説明がありましたとおり、昭和 39 年、夷隅地区で

起きた操業トラブルの調整を図るための委員会指示でございます。これにつきましては、

この 50 年間、特に現場でのトラブル等発生しておらず、この委員会指示の目的は達成され

たと私どもは判断をしてございます。 

 また、先程この委員会指示を廃止したことによって、トラブル等懸念されるということ

でありますが、現在、聞き取り等を行ったところ、この油漬け餌を使用することについて

は想定しにくい状況でございます。 

 あと、遊漁の部分については、現在、この委員会指示は遊漁を対象にしておりません。

また、聞き取りの中でも、遊漁でも大きなトラブル等発生しておりませんので、もし仮に、

そういったトラブル等が発生する場合には、改めて検討して皆様に御相談を諮りたいと考

えております。以上です。 
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【滝口委員】 

 使用している人がいないということであれば、禁止にしてはどうですか。 

 

【本田委員】 

 気持ちは分かりますが、一般常識として実態がないのに禁止するというのは難しい話で

す。なので、もう実態がないということで撤廃というのは 1 つあると思います。今、懸念

しているのは、本当は使用したいけど委員会指示があるからやめていたのに、撤廃したら、

使う人がどっと出てくるのではないかということですが、話を聞いていると、漁業者の意

識が変わり、品質を重視するため、品質に影響があるので漁業者が使わないと言っている

のであれば、撤廃しても使うおそれはないと思うし、よく釣れるので使いたいということ

であれば、おっしゃるように残しておく必要もあるかも知れません。 

 今説明を聞く限りでは、品質を重視するように漁業者の意識が変わっているので、撤廃

してもいいのではないかということであれば、私は 1 つの考え方だと思うし、それで、も

しまた使う人が出るのであれば、また委員会指示をかければいいだけの話じゃないかと思

います。 

 

【塩野会長】 

 今、本田委員からも考え方が示されましたが、前回の平成 30 年 2 月の委員会でも今後

の取扱いについてそのようなお話をして、期限を 3 年間に区切って委員会指示を発出し、

その後、何かが起きたら速やかに対応するといった議事録が残っています。 

また、委員会指示の考え方からいうと、予防的な措置ではなく、必要ではない委員会指

示は見直し、必要に応じて速やかに対応する。委員会が必要だと思えば、すぐ発出できる

ことですから、実情に応じて機動的に対応すればいいのではないかと考えております。 

 他に委員の皆様、御意見があったら、お願いいたします。 

 

【黒沼委員】 

 考え方の対処の仕方ということに関わってくる、根本的な問題があると思います。事後

処理的な対処法にするのか、予防的な対処法にするのかによって、今の部分というのは性

質が変わってくるような気がします。ただ、これまでの流れの中で、3 年前に話し合われ

たところでは、これから 3 年間見て、状態に変わりがなければ、もう 1 回審議をして撤廃
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するという方向で考えましょうと言っていたことは事実だと思います。 

 ただ、ここのところ、いろいろな法の改正とかを見ていると、末端にいろいろなことを

判断させるような部分が出てきていると思います。そういった意味では、何かの形で予防

的措置というものを組み込めるような柔軟性があれば、今後、少し違ってくるのかなと思

っています。それが今すぐに、このことに適用できるかどうかは別問題だと思っています。 

 

【鈴木正男委員】 

 今まで使ってはいけないと決まっているものが撤廃したよといえば、人によって使って

いいのかなと思う可能性が十分あると思う。だから、それに対して、やっぱりある程度、

本来は使ってはいけないものというような注釈をつけてくれないと。撤廃しただけだと、

その中で自分の都合のいいように解釈するのではないですかね。少しその辺が心配です。 

 

【石井会長代理】 

 私たちは今、キンメダイ釣りをしているわけで、キンメダイは市も地区もブランドとし

て扱っているわけです。そういう中、漁業者にしてみれば、ブランド品に対してプライド

がある。だから、もしやるなら、沿岸組合で集まってもらい、撤廃について 1 回説明すれ

ばそれで良いでしょ。そういう方向でお願いしますよ。 

 

【鈴木正男委員】 

 このことって、結構、大事なことだからね。 

 

【石井会長代理】 

 だから、説明すれば分かってくれると思う。じゃなきゃ、ブランド品なんて言えないよ。 

 

【塩野会長】 

 委員会指示が撤廃されたら、使用しても良いという考えではありません。基本的に使わ

ないようにという考え方が続いていて、これからも使うおそれがかなりあるのであれば、

発出する必要があるけれども、3 年前に有期限の委員会指示にする時も、県内の状況を見

て、他県の状況も見て、漁業者の皆さんの対応も見て検討しましょうということでした。

だから、撤廃したら使えるようになるわけではなく、基本的な考え方は今までと同じです。 
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 先程から言っていますが、例えば、今回発出しないこととしたとしても、また問題が起

きたら委員会として県と協議をして、再度同じ内容とするのか、もっと強いものにするの

か、それは問題に応じて速やかに対応しようというものです。 

 

【鈴木委員】 

 数年前ですが、イカの油漬けじゃないけど他のもので臭いをつけているという人がいま

した。油漬けは駄目だけど、そういう臭いのものを使っている人がいるという話が入って

きて、自分はちょっと心配しています。 

 

【塩野会長】 

 今後、県の方にも指導をお願いしたいと思います。 

 

【篠原水産課長】 

 やはり現場が混乱するというのは好ましくないので、今回指示を発出しないという整理

になった場合、県でも各漁協にはその趣旨を御説明して、逆に使わないことが定着化した

のだから、当然引き続き使わないということについて、十分に説明していきたいと考えて

おります。 

あと、仮の話で先程来、出ている論点ですが、それでも問題になるようなことがあれば、

速やかにまた委員会の皆さんと相談しながら対処していきたいと考えておりますので、そ

ういうことで御理解いただければと思います。以上です。 

 

【塩野会長】 

 今、水産課長の方から説明がありましたので、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。

どうぞ。 

 

【黒沼委員】 

 漁業者に対する説明は全く異存がないのですけれども、遊漁者に対する説明も何らの形

で伝えられた方が私はよろしいのではないかなと思いますけど、いかがでしょうか。 
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【篠原水産課長】 

 遊漁者への対応については、またこれから考えたいと思いますが、海面利用調整部会と

いう組織もございますので、そういったところとも相談しながら、いいことについては当

然引き続きやっていくということで、遊漁の方々もどういう餌を使っているのか実態を見

ながら、必要な指導はしていきたいと考えております。以上です。 

 

【塩野会長】 

 他に御意見、御質問ございますでしょうか。いろいろ御意見ございましたけれども、こ

こで委員会として決を採りたいと思います。 

 原案どおり、委員会指示の見直しを行っていくということで、賛成の委員は挙手を願い

ます。 

 

 （賛成者挙手） 

 

【塩野会長】 

 賛成多数によりまして、第 4 号議案は原案どおり可決・決定いたします。次に、第 5 号

「その他」ですが、皆さま、何かありますでしょうか。 

 特になければ、本日の議題は全て終了です。 

 次に、会議次第 6 の「その他」ですが、水産課と漁業資源課から報告事項がございます。

最初に、水産課から報告を願います。 

 

【井上班長】 

 説明概要：千葉・茨城の入会海域におけるヒラメの活き餌釣りに係る漁業調整問題につ

いて報告。 

 

【塩野会長】 

 ただいまの報告について質問等がありましたらお願いいたします。 

 

【滝口委員】 

 また茨城海区が、委員会指示を令和 3 年度も発出するということですけども、千葉県側
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の漁業者には、今のところ影響はないですか。 

 

【井上班長】 

 この件については、そもそも委員会指示によって影響を受けるのは遊漁船業者の方であ

って、漁業者の中では影響を受ける方はいないと伺っております。 

 

【滝口委員】 

 分かりました。ありがとうございます。 

 

【塩野会長】 

 他にございますでしょうか。 

 それでは、次に漁業資源課より報告願います。 

 

【末永班長】 

 説明概要：クロマグロ第 6 管理期間の漁獲管理について、追加配分及び実績の報告 

 

【塩野会長】 

 ただいまの報告について、質問等ございましたら、お願いいたします。報告ですので、

よろしければ、次に行きたいと思います。 

 それでは、特にないようですので、会議次第 6 の「その他」を終了し、会議次第 7 の「事

務局連絡事項」に移ります。事務局よりお願いいたします。 

 

【三井副主幹】 

 説明概要：令和 2 年度に全漁調連が国に対して要望した結果 

      公聴会・次回委員会 

 

【塩野会長】 

 それでは、これをもちまして、第 44 回千葉海区漁業調整委員会を閉会いたします。どう

もありがとうございました。 

午後 2 時 33 分 

 


